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指定管理者評価シート

事業名 所管課（電話番号）

１　施設の概要

名称 所在地

開設時期 延床面積

目的

事業概要

主要施設

２　指定管理者

名称

指定期間

募集方法

指定単位

業務の範囲

３　評価単位

地域コミュニティ施設運営管理費

札幌市星置地区センター 札幌市手稲区星置２条３丁目14-1

1996年4月27日 1，269.36㎡

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増
進に寄与する。

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

ホール（250人収容）、会議室（2室）、和室（2室）、調理等実習室、図書室、駐車場

札幌市星置地区センター運営委員会

令和５年(2023)4月1日～令和10年(2028)3月31日

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営
されることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセン
ターの管理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼
関係が築かれ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い手
の育成に寄与することも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁による団
体により設立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター等の
管理運営に関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現に良
好な管理運営が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募としたもの。

施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

施設数：１施設

複数施設を一括評価の場合、その理由：

手稲区市民部地域振興課（６８１－２４４５）

Ⅰ　基本情報
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Ⅱ　令和７年度管理業務等の検証

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管
理業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　星置地区センターの設置目的とその効用を最大限発揮
するため「星置地区センター管理運営基本方針」を策定し
ている。
　内容は、
①利用の公平・公正の確保
②施設の効用発揮と利用促進
③地域に根ざした運営
④安心できる施設管理
であり、それぞれの目標に対する取組内容を細かく具体
的に明示している。

　施設の設置目的
を実現するための
基本方針を明確化
し、館内に掲示す
ることで、施設運
営の透明性を確保
している。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

　基本方針の「利用の公平・公正の確保」について、具体
的な取組内容に沿って館内1階と2階ロビーの見やすい場
所に掲示し、利用者にも協力を依頼している。
　職員に対しては、日常業務及び内部研修で①掲示物の
大きさや色調②備品・用具類の配置や通路の安全③貸
室・図書業務④講座・交流事業・施設開放事業等につい
て、年代や性別、障がいのある方など幅広い層に、公平・
公正の確保を徹底するよう指導している。

　取組項目の明確
化と利用者に対す
る周知、職員の取
組を適切に行うこ
とで、平等利用の
確保を徹底してい
る。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▼　館内に節電の周知及びお願い文を掲示し、利用者に
協力をお願いしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ま
た、館内の設備を再点検するとともに、エアコン・暖房をこ
まめに調整するよう利用者に声掛けを行うなど、積極的に
取り組んでいる。

　電気、ガス、水
道について、積極
的な節約に取り組
んでおり、今後も、
管理の徹底により
さらなる節約を
図っていく。▼　「さっぽろエコメンバー」登録。（平成20年から）

▼　物品の購入に際しては、グリーン購入ガイドライン指
定品を優先している。

▼　職場内ミーティング（始業時から、午前９時まで）を活
用し札幌市の環境マネジメントシステムの取組みを紹介
するとともに、職員の家庭でも積極的に地球温暖化対策
に取り組むよう指導している。

▼　札幌市環境マネジメントシステムにのっとり、各種帳
票を提出した。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事
者の確保・配置、人材育成）

▼　運営委員会の下に事務局を設置、仕様書のとおり統
括責任者（館長）、館長職務代理者、図書館司書等必要
な職員を配置している。

　組織の整備、職
員の確保・配置・
育成、雇用環境等
について、仕様書
の要求水準を全て
満たしている。

▼　業務分担、指揮命令系統、緊急連絡網を定めてい
る。

◆策定した基本
方針を基に適正
な管理運営を
行っており、仕様
書の要求水準を
達成している。

◆独自の管理運
営基本方針を定
め、公平・公正か
つ統一的な対応
となるよう努めて
いる。また、利用
者へ周知するこ
とで施設運営の
透明性を確保す
るよう努めている
ことは評価でき
る。

◆研修計画に基
づき職員研修を
行い、職員の業
務知識・スキル
向上に努めてお
り、仕様書の要
求水準を達成し
ている。

◆要望・苦情等
に対処する処理
委員会を設ける
など、問題解決
体制が整ってい
る。
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▼　職員研修計画を策定し、次のとおり研修を実施した。
　・　内部研修は月の第４金曜日に実施、内容は、主に接
遇、業務、他館の情報、札幌市の動き、地域の情報等。

  職員の研修につ
いて、ほぼ計画ど
おりに実施してい
る。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

　火曜日～金曜日の午前8時45分～9時までを職場内
ミーティング時間とし、必要な情報の共有と業務の見直し
や改善についての提案の場としている。
  今年度も感染防止対策と利用者サービスの向上につい
て話し合いを行った。

　職員が利用者の
立場に立って、よ
り積極的に業務改
善に取り組んでい
る。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、
受託者への適切監督、履行確認）

　いずれの業務
も、仕様書の要求
水準に達した。

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の
開催）

開催回 協議・報告内容 　運営協議会は、
仕様書に基づき４
回開催した。仕様
書に定める項目に
ついて協議し、施
設の管理運営に
資することができ
た。
　関係機関・団体
とは、良好な協力
体制が維持できて
いる。

第１回 ・令和7年度管理運営業務の実施計画
及び5月末までの実施状況について
・市民サービスや管理水準の向上に向
けた取組について

6月19日

第2回

9月30日

第3回

12月8日

第４回

3月27日

＜協議会メンバー＞

▼　運営協議会の内容については、１か月間施設内に掲
示した。

▼　それぞれの関係機関・団体等と良好な関係を構築
し、必要に応じて連絡調整、協力依頼、行事案内等を
行った。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

①清掃②警備③消防設備保全④自動ドア保守⑤ボイラ
保全⑥自家用電気工作物保安管理⑦税務申告⑧建築
物及び設備点検⑨舞台点検⑩除排雪⑪エレベーター保
守管理の業務を、札幌市の承認を得て第三者に委託して
行った。
各業務とも、仕様書に基づき確実な履行の督励を行った
結果、いずれも適正、誠実に遂行された。

・管理運営業務の実施状況について
・市民サービスや管理水準の向上に向
けた取組について
・管理運営業務の実施状況について
・市民サービスや管理水準の向上に向
けた取組について
・管理運営業務の実施状況について
・市民サービスや管理水準の向上に向
けた取組について

・手稲区地域振興課長（札幌市）

・運営委員会会長、総務部長（指定管理者、主催者）

・利用団体3名

・地区民生委員協議会１名（住民組織）

以上７名



様式1-1 

4

▼　資金管理については、税理士による外部会計検査を
導入しており、本年度は3月に検査を実施した。
検査結果は、適正に資金管理がされており、今年度も黒
字を確保し健全経営とのことだった。

　資金管理は外部
検査の結果におい
て、適正との評価
を受けた。

▼　現金等の取扱いについては、現金取扱規程に基づき
適正に処理するとともに、現金の入出後には預金通帳に
館長の確認印を押印するなど、厳格に行った。

  現金等の取扱い
については、現金
取扱規程を整備し
て事故、不祥事を
未然に防ぐ仕組み
を構築し適正に
行った。

▽　要望・苦情対応

▼　要望・苦情については、事務局内の責任体制を確立
するとともに、重大なものについては「利用者等の要望・
苦情処理委員会規程」を設け、運営委員会の責任におい
て問題の解決を図ることとしている。

　要望、苦情に対
しては、内容を正
確に把握し、その
場で謝罪、改善す
べき点は直ちに誠
意をもって行うな
ど、誠実で素早い
対応を心掛けた。

▼　要望・苦情については、些細なことでもその都度又は
朝のミーティング、内部研修において、職員全員がその
内容と処理方法、その後の状況を共有することにより、接
遇の改善につなげている。なお、今年度も大きな苦情は
なかった。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリン
グの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評
価の実施）

▼　「あなたの声の箱」をロビーに設置している。寄せられ
た意見・要望は職員全員が共有し、その処理結果とあわ
せて記録・保存している。

　利用者アンケー
トの実施及び「あ
なたの声の箱」の
設置により、地域
住民や利用者の
声を募り施設運営
に反映させてい
る。

▼　利用者アンケートの結果は、意見・要望等の処理状
況を含めて館内に掲示した。

▼　協定書に基づき、札幌市に報告すべき事業報告等に
ついては、遅滞なく行った。

▼　2月に実施された札幌市による運営及び財務に関す
る検査では、重大な指摘事項はなかった。

（２）労働関
係法令遵
守、雇用環
境維持向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上
　（事故の有無などの安全衛生面を含む） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼　職員の雇用は労働契約法等関係法令等を順守し、
職員は65歳、館長及びパート職員は原則70歳とした定年
制を導入している。

　職員の雇用は、
労働関係法を順守
するとともに、明る
い施設運営は職
員の安定した雇用
環境が基本と考
え、ワーク・ライフ・
バランスの向上に
努めている。ま
た、業務上での職
員の事故等はな
かった。

 ◆実地検査によ
り、労働関係法
令が遵守され、
関係規則等を整
備していることを
確認した。

▼　職員と時間外労働及び休日労働に関する協定を締結
し、所管官庁に届け出でるとともに、時間外労働を行った
場合は、法定割合を順守した割増賃金を支給するなど、
法令を順守している。

▼　職員の労働時間は、週40時間、一日8時間を超えな
いよう労働基準法を順守するとともに、文化祭等の特殊な
行事の際は、法令に定める割増賃金を支払っている。

▼　職員の休暇は、結婚、生理、忌引等20種類の有給で
の特別休暇及び年次有給休暇（30分単位で取得可能）
の他、毎年6日間のリフレッシュ休暇を設け就業環境の充
実を図っている。
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▼　マイナンバー制度の開始に伴い、「札幌市星置地区
センター特定個人情報等の取扱規程」を策定し、制度の
厳格な運用を図っている。

▼　ハラスメントメント防止及び懲戒関係及び個人情報取
扱関係規程を制定し、リスク回避及び秩序の安定を図っ
ている。

▼　年に一回定期健康診断を受けさせている。

▼　職員の健康保持のため、インフルエンザの予防接種
代を運営委員会が補填している。

▼　第三者委託により実施している業務について、受託
者に当該業務従事者の労働環境に関わる情報提供を求
めた。

▼　職員個々が市民サービスの向上等意欲的に職務に
取り組めるよう、館長自ら職員に積極的に声掛けを行い、
開放的な雰囲気づくりに努めている。また、休暇の調整な
どは職員間で協力して業務をサポートする体制を構築し
ワークライフバランスの推進に努めている。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上へ
の配慮、連絡体制確保、保険加入） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　施設の管理運営
にあたって、利用
者や近隣住民、歩
行者、職員の安全
が確保された。
　保険の加入と緊
急時の連絡体制
の確立も仕様書の
とおりで、事故なく
経過することがで
きた。
　市民サービスの
向上についても、
内部研修を通じて
職員の意識を高
め、効果を上げ
た。

◆適切に施設・
設備等の維持管
理を行っており、
仕様書の要求水
準を達成してい
る。

◆職員が常に館
内を巡回し、安
全確保や衛生環
境の維持に努め
ていることは評
価できる。

▼　市民サービス向上の一環として、職員が事前に、
サークルが使用する机、ピアノ、音響機器、姿見など重量
のあるもの等を部屋に運び入れている。
　　冬期間は地域住民の厚意で、滑り止め用ペットボトル
入り砂を玄関に配置している。

▼　職員、関係機関・団体、関係業者を網羅した緊急時
の連絡網を整備して、不時の事態に備えている。

▼　施設内にＡＥＤを配備、また、常備薬等は常に内容を
点検し、不足分を補充している。

▼　損害賠償保険は仕様に適合したものに加入したほ
か、講座・交流事業等について適宜、傷害保険に加入し
ている。

▼　拾得物については、ロビーに忘れ物ボックスを設置し
ているほか、利用サークル等が判明している場合は代表
者に連絡するなど、ｻｰﾋﾞｽ向上に努めている。

▼　利用者への安全については、職員が常に館内を巡回
し
・施設内の破損個所
・通路・ロビー等の障害物
・掲示物の不安定・落下の恐れ
・冬期間の屋上雪庇の張出し・路面凍結・滑り易さ等
をチェックし、不備や不具合な点は直ちに処置した。
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▼　施設内のまちづくりセンターが行う住民組織用印刷機
の管理等行政サービスの一環を、閉庁時間（夜間と土・
日・祝日）に代行している。

▼　ウイルス感染防止対策
・　手洗い等の感染予防対策ポスターの掲示
・　貸室利用時の感染予防対策お願い文等の掲示
・　消毒液の玄関への設置
・　トイレの手拭き用ペーパータオルの設置
・　トイレへのペダル式ゴミ箱の設置　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

　第三者への委託
業務は、確実な履
行の督励と検査に
より、仕様書の要
求水準を満たして
いる。
　その他、職員の
手で施設の良好
な維持管理に努め
た結果、利用から
高い評価を受け
た。

▼　建物の屋上は、清掃業者による定期清掃に加えて、
随時、職員が清掃と砂泥除去を行っている。

▼　緑地は、春の清掃の他に樹木の剪定や草刈りを適時
行っている。　　　　　　　　　　　　　

▼　駐車場側面に、職員の手で花壇を制作し、花の植栽
を行った。（５月）

▼　職員の手で、研修室（調理実習室）の食器類、什器、
調理台の一斉磨き洗い（12月）を行った。

▽　防災

▼　防災マニュアルをはじめ、危険物対応、傷病人対応
等関係マニュアルを全職員に配布してイメージ訓練を行
い、非常時に適切な行動がとれるよう万全を期している。

　消防計画に基づ
き、施設内の巡回
と自衛消防訓練を
計画どおりに実施
した。各種マニュ
アルを職員が習得
することにより、不
時の事態に備えて
いる。

▼　9月11日と3月17日に、まちづくりセンターと合同で自
衛消防訓練を実施した。

▼　清掃、警備、除排雪、施設・設備の保守点検等につ
いては第三者に委託し、確実な履行の督励により仕様書
の水準を満たした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　また、清掃については、委託先の清掃員が
退館した後、ロビー、トイレ、給湯室等共用部分に汚れが
ある場合は、随時職員が清掃を行っている。
体育室については清掃員の業務とは別に、職員が交代
で昼・夕にフロアーのモップがけを行っている。

▼　設備・備品の管理については、常に施設内を巡回し、
利用者の声を聞くととともに、些細な破損や不具合等も放
置せずに直ちに処置することに努めた。また、以下の修
繕等を行った。
　・会議用テーブルの修繕
　・バレーバーの修繕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・集会室Aのカーテン動作不良の改善
　・研修室ブラインドの修繕
　・男子トイレ立ち位置サインの貼付　　等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▼　消防計画にしたがって常に施設内を巡回し、避難通
路の確保、誘導等の点検・不良品交換、非常口・非常階
段の除雪等を行った。
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（4）事業の
計画・実施
業務

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　  ◆実施計画のと
おり、事業・講座
を実施しており、
仕様書の要求水
準を達成してい
る。

▽　地域住民の交流等を目的とした事業に関する業務

▼　10/17～18日に文化祭を実施し481人の来場者が
あった。　　　　　

　

▼　星置福祉のまち推進センターとの共催で「健康お花
見ｳｫｰｷﾝｸﾞ」(27人参加)を実施した。
　「ちびっことふれあい運動会」と「新年交流もちつき大
会」も昨年に続き開催した。

▼　夢のまちづくり星置・山口の会との共催で、「写真コン
テスト」(82人参加)を実施した。

▽　地域の憩いの場づくり施設活用事業に関する業務
　　（無料開放）

▼　以下のスポーツと囲碁将棋で実施した。 　

種目 頻度 人数

卓　　球 日（午後） 570

バドミントン 土（夜間） 581

ミニテニス 日（午前） 496

囲碁・将棋 日（午後） 609

▽　図書業務

▼　蔵書数27,188冊（3月末現在）、登録者数1,916人、
貸出冊数40,559冊（前年度45,268冊）だった。

▼　図書室こどもビンゴまつりと司書体験を実施した。

▼　「新書コーナー」をはじめ、「今、話題の本」「作家特
集」「おすすめ文庫」など、タイムリーに本の展示を行っ
た。

▼　利用者へのサービスの一環として、
①図書室カレンダーの作成・配布
②四季折々の伝統行事・風物等の装飾を行った。

（5）施設利
用に関する
業務

▽　利用件数等 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　全ての貸室にお
いて、昨年を上回
る稼働率となっ
た。

◆令和７年度に
利用料の改定が
あり、利用率増を
図ることが容易
でない状況下に
おいて、積極的

885 885 779

21,216 21,216 18,276

71.4 71.4 64.2

▼　区民講座は24講座（うち2講座中止）、受講者340人
だった。科目数、回数ともに仕様書の要求水準を上回っ
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
受講者の理解度、満足度は、各講座とも目標値の80％を
上回った。(受講者アンケート、聞き取り調査による。)

)

)

)

)

6実績 7計画 7実績

ホール

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)
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集会室

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

研修室

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

和　室

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

※　7年計画は、6年実績を採用

▼　使用承認等の業務では、公平・公正の徹底と、条例、規則
等に基づく承認・不承認の適正な決定が遂行できた。
特に、営利目的、飲酒目的、宗教団体等に対する取扱いは、
丁寧な説明により苦情やトラブルはなかった。
利用料金の徴収事務についても、適正に実施した。

1,276 1,276 1,237 な広報活動など
利用促進に尽力
し、貸室利用率
は前年よりも微
増していることは
評価できる。

◆貸室の利用決
定について、公
平・公正さが確
保され、利用者
の苦情やトラブ
ルが発生してい
ないことは評価
できる。

◆その他、仕様
書の要求水準を
すべて達成して
いる。

11,388 11,388 12,468

58.6 58.6 57.6

424 424 420

4,244 4,244 4,810

39.1 39.1 38.7

920 920 982

6,625 6,625 6,759

43.8 43.8 46.6

▼　受付業務は、施設の利用案内、問い合わせへの対
応、利用前後のセッティング、接遇面等全てで仕様書の
要求水準を満たすことができた。
コピーサービスは924件だった。

▽　不承認 ０件、　取消し0 件、　還付3件           　

▽　利用促進の取組

▼　地区センター広報紙やホームページ等で、貸室の
数、広さ、用途、空き状況、料金、申込方法等を具体的に
紹介するＰＲを行った。

　多様な機会を利
用しての取組によ
り、少しずつ成果
が上がっている
が、依然として夜
間の利用促進に
向けての取組が
課題となった。

▼　児童の施設見学や体験を積極的に受け入れ、将来
的な施設利用者の掘り起こしにつながるよう取り組んだ。

（6）付随業
務

▽　広報業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　

▼　令和7年度のホームページのアクセス数は48,111件
だった。
　　

◆仕様書に基づ
き、適切な管理
運営業務を行っ
ていることが認め
られる。
また、ウェブアク
セシビリティへの
対応は努力目標
であるが、当施
設のＨＰに取り入
れていることは
大いに評価でき
る。

▼　利用者の立場になって、ウェブアクセシビリティ、ユニ
バーサルデザインの考え方に基づいたホームページにリ
ニューアルした。（令和５年度末リリース）

▼　利用率は、全体で51.9％だった。（昨年52.6％）
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２　自主事業その他

▽　自主事業 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

◆手稲区マス
コットキャラクター
「ていぬ」グッズ
の紹介コーナー
を設置するなど、
積極的な販売促
進を行い、他の
施設と比較して
高い売上を記録
している。このこ
とから、区のキャ
ラクターの知名
度向上や地域の
活力向上に大き
く寄与していると
考えられる。

▼　ていぬ関連グッズ販売事業
　札幌市の承認を得て平成25年4月から「ていぬ関連グッズ販売事
業」を開始し利用者からも好評を得ている。
令和7年度の販売手数料収入は25千円だった。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▼　施設の維持管理業務の第三者委託と物品の購入、修繕等は、
市内企業に発注した。

市内企業等の活
用は、計画どおり
に実施できた。ま
た、福祉のまちづ
くり推進センターと
の連携など十分な
取組をおこなって
いる。

　 ▽　指定管理者と協働する運営チームの設置等

▼　「星置地区センター託児サポーター」を設置している。なお、今
年度は託児機会がなかった。

　

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

実施方
法

令和8年1月21日～2月3日
各部屋と図書室・ロビーにアンケート用紙と筆記用具を配
置し、利用者に無記名で記入してもらい回収箱に入れて
もらった。
回答数58枚

◆仕様書の内容
をいずれも適切
に実施されてお
り、要求水準を
満たしている。

◆利用者アン
ケートの結果、お
おむね好評を得
ている。

結果概
要

【主な設問内容と評価】

○　また、星置地区センターをご利用したいと思います
か。
　・ぜひ利用したい　　　　　　　　61％　
　・利用したい　　　　　　　　　  　29％
　・どちらかといえば利用したい　5％
　・どちらでもない　　　　　　　　　2％
　・利用したくない　　　　　　　　　3％

○　職員の言葉遣いや態度はいかがでしたか。
　良い
　　４　 　66％
　　３　　 20％
　　２　  　10％
　　１　  　2％
　　０　　  2％
　悪い

▼　古紙回収拠点事業
　札幌市環境局の要請で平成23年3月から受入れを開始している。
令和7年度の事業収入は、古紙買取業者への売却代金と札幌市か
らの奨励金を合せて68千円となった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

　古紙回収ボック
スの設置は、ごみ
減量及びリサイク
ルの促進に寄与
し、ていぬ関連
グッズ販売は利用
者からも好評を得
ており、手稲区の
地域活性化に寄
与することができ
た
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○　貸室ご利用の方。また、貸室をご利用いただけま
すか。
　・ぜひ利用したい   　　　　　　 　 56％　　
　・利用したい　　　　　　　　　　　　31％
　・どちらかといえば利用したい　　 6％
　・どちらでもない　　　　　　　　　　  6％
　・利用したくない　　　　　　 　　　　 0％　

○　お部屋の備品用具に満足していますか。（体育室）
　良い
　　４　　36％
　　３　　50％
　　２　 　7％
　　１　　　7％
　　０　　　0％
　悪い

○　施設・設備の管理状況はいかがですか。
　良い
　　４　　 42％
　　３　 　40％
　　２　　 10％
　　１　　　6％
　　０　　　2％
　悪い

○　館内の清掃状況はいかがでしょうか。
　良い
　　４ 　 58％
　　３　　23％
　　２　　15％
　　１　　　0％
　　０　　　4％
　悪い

○図書室ご利用の方にお聞きします。また、図書室を
ご利用いただけますか。
　・ぜひ利用したい　　　　　　　　　　  46％　　
　・利用したい　　　　　　　　　　　　　  34％
　・どちらかといえば利用したい　 　　11％
　・どちらでもない　　　　　　　　　　　   6％
　・利用したくない　　　　　　　　　  　 　3％

利用者
からの
意見・
要望と
その対
応

【意見・要望等】（抜粋）

[意見]　
 ロビー用スリッパを復活させてほしい。

[対応]
ロビー用スリッパを室内でも履いていることが散見され
たことから老朽化に伴い全面撤去しました。
室内でも履かれないような履物を検討します。
（再設置済み）

　 　

［意見］
長椅子の設置。
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[対応]
増設する方向で検討します。
（増設済み）

[意見]
駐車場に空きがない。
図書室の短時間利用のためのスペースが欲しい。

[対応]
16台分用意してますが、利用目的に応じてのスペース
確保は困難です。ご理解をお願いします。

[意見]
利用料金が高い。

[対応]
利用料金の改定（値上げ）は全市的に一律での実施で
あることをご理解ください。

[意見]
CDの貸出枚数を増やしてほしい。

[対応]
全市的な運用（ルール）となっております。
ご要望は中央図書館にお伝えします。

▽　収支 （千円） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

項目 Ｒ7年度計画 Ｒ7年度決算 差 　全ての貸室にお
いて利用率が改
善されたことから、
これに比して利用
料金収入も増とな
り、さらに従前より
行っている節電等
の省エネ策を講じ
たことから黒字に
転じることができ
た。

 ◆利用収入が
伸び悩む中、経
費節減に努めな
がら利用者への
利益還元を行っ
ている点は評価
できる。

収入 38,151 39,257 1,106

38,106 39,163 1,057

28,314 28,233 ▲ 81

利用料金 7,726 8,044 318

その他 2,066 2,886 820

自主事業収入 45 94 49

支出 38,151 38,763 612

38,106 38,674 568

自主事業支出 45 89 44

収入-支出 0 494 494

利益還元 30 84 54

法人税等 70 70 0

純利益 -100 340 440

４　収支状況

（決算-計画）

指定管理業務収入

指定管理費

指定管理業務支出
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【参考】 R7決算 内容

指定管理業務による利益還元 71 下記のとおり

▽　説明

▼　その他収入は有料講座の開催数や受講料の見直しにより収
入増を図った。

▼　自主事業収入は古紙回収に加え、ていぬ関連グッズのPR強
化により49千円増となった。

▼　指定管理業務における支出については、外部委託に頼らず可
能な限り職員で実施するとともに、光熱水費や消耗品等の節約に
努め計画費が圧縮できた。

▼　自主事業支出のうち84千円は、地域への還元になるような使
い方を心がけた。

▼　令和7年度は、７月からの料金改定（値上げ）を見込んだ計画
とし、事業の見直し等による収入増に加え、支出についても最低賃
金の上昇など義務的経費の増に耐えうるべく全体的に圧縮できた
ことから、今年度は黒字となり利益を確保することができた。

▼　利益還元の内訳としては、自主事業収入から地域事業への協
賛金として15千円を支出したほか、ロビーチェアーの増設に69千円
支出した。
また、指定管理業務収入からは利用者要望のあった備品の購入
に71千円を支出した。
（シューズボックス、大スリッパ、CDラジカセ、扇風機、ロビー用サ
ンダル等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持 適 不適

▼　当運営委員会は自己の財産（土地、建物、有価証券等）を所
有せず、地区センターの管理運営を唯一とする団体である。

▼　センターの運営に大きく関わる利用料金収入については安定
的に確保できることが望ましいが、年度ごとに変化することから、
支出をできるだけ圧縮することに努め、繰越金の活用により財政の
健全化は保たれている。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例及びオンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

適 不適

▼　個人情報保護及び情報公開については、札幌市条例の規定
に準じて「個人情報保護マニュアル」「情報公開マニュアル」を策定
し、適切に対応している。

▼　行政手続及びオンブズマンへの対応については、各条例の規
定に則り適切に行っている。

▼　利用料金収入は料金改定に伴い318千円の増となった。
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▼　委託及び物品調達等について、暴力団員や暴力関係事業者
との契約は行っていない。

総合評価 来年度以降の重点取組事項

▼　施設利用者からは軽微な要望はあったものの大
きな苦情につながるような事案はなかった。

▼　貸室の利用率拡大を図ることを目標に、ＰＲの強化や
新規利用者の開拓などに積極的に取り組んでいく。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▼　統括管理業務及び施設・設備の維持管理業務に
ついては、仕様書の要求水準を満たすことができた。

▼　施設利用に関する業務では、貸室の利用率は新
型コロナ対策前の水準まで戻っていないものの、昨
年より利用率・利用料金ともに増となった。

▼　市民の主体的な地域づくりの支援を効果的に実施す
るために、地域住民組織の活動拠点である「まちづくりセ
ンター」と緊密な連携と協力体制を確立する。 　　　　　　
　　　　　　　　　　

▼　利用者の満足度では、アンケートの結果からも高
い評価を得ることができた。

▼　令和7年度は黒字決算となったが、利用料金収
入の安定性が不透明なことから支出の圧縮に努める
とともに、繰越金を有効に活用し健全な運営体制を整
えていく。

▼　手稲区のマスコットキャラクター「ていぬ」の更なるPR
を図る。

▼　「市民の主体的な地域づくりの支援」の関連事業
では、星置地区福祉のまち推進センター及び夢のま
ちづくり星置・山口の会との共催事業を予定どおり実
施できた。

　

▼　自主事業は、25年度から「ていぬ関連グッズ販
売事業」を行っており、利用者から好評を得ている。

　

▼　自主事業は、札幌市と協定を締結した古紙回収
ボックスの管理運営を行っている。

全体として、適切な施設運営が行われていると認めら
れる。
　貸室の利用率増加に向けた取り組みを続け、財務面
では黒字決算となっており、支出の圧縮に努め、健全な
運営体制を維持している点が評価できる。施設の管理
においては、外部委託に任せるだけでなく、職員自らも
清掃作業を行っており、利用者目線に立った環境づくり
への意識の高さが伝わる。
引き続き、円滑な施設運営等を実施していただきたい。

改善指導事項・指示事項は特になし。

▼　事業の実施にあたっては、利用者の安全・安心を心
がけるとともに感染防止対策を継続的に実施し、アンケー
ト調査による利用者のニーズ等を十分組み入れ、参加し
やすい時期・時間帯、参加料等についても検討する。　　

【指定管理者の自己評価】

Ⅲ　総合評価

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項


